
時 2 u'日

よい風習を育て、

住みよい環境をつくる。
交通規則を守り、事故をおこさないようにする。

家の内外をきれいにし、気持のよい環境をつくる

(大洲市民憲章〉

A和 48年 2月

。。

弟 20'4号

20.255人

干象

4期

生
き
が
い
を
求
め
夢
の
あ
る

固定資産税

理
想
の
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

~~'ふ現:波数勢i;~~~

清

上

村

大
洲
市
長

士
口

③
学
資
の
支
出
が
困
難
で
あ
る
と
認
一

め

ら

れ

る

者

。

一

④
日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
保
護
者
が
一

市

内

に

居

住

す

る

者

。

一

⑤
渋
律
ま
た
は
、
他
の
団
依
等
の
条
一
市
が
、
か
ね
て
計
画
し
て
お
り
ま
し

例
、
規
則
等
に
よ
る
学
資
の
貸
与
一
た
、
老
朽
化
に
よ
る
危
険
校
舎
の
改
築

を
う
け
ら
れ
な
い
者
。
一
繋
備
に
つ
い
て
は
、
さ
る
こ
月
五
日
の

警
委
員
会
で
は
、
学
校
の
推
せ
ん
一
臨
時
市
議
会
で
、
平
野
、
南
久
米
小
学

調
書
、
本
人
の
願
書
な
ど
を
検
討
し
一
校
の
僅
設
工
事
請
負
契
約
締
結
が
、
原

選
考
委
員
会
を
開
い
て
、
採
用
候
補
言
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
待
望
の
改
築
怒

者
を
決
定
レ
、
学
校
を
通
じ
て
通
知
一
備
が
図
ら
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

レ

ま

す

。

一

平

野

小

は

、

鉄

筋

コ

ン

す

1
ト一一一

詳
レ
い
と
と
は
、
市
教
育
委
員
会
へ
一
階
簿
、
千
百
三
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
一
普
通
教
室
ハ
、
特
別
教
室
一
一
、
管
理
官

Z

I

-

-

1

l

一
一
の
総
て
員
四
圭
二
百
万
円
。

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
一
衛
生
的
な
腕
設
へ
と
配
慮
さ
れ
て
い
ま
一
南
久
米
小
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

新
胞
設
は
、
一
番
安
全
度
の
高
い
、
一
す
。
一
三
脚
問
題
八
百
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

曲

目

準

活

性

汚

泥

法

に

よ

一

普

通

教

室

三

、

特

別

教

室

四

、

管

理

室

る

、

齢

化

処

理

方

式

を

一

一

の

総

工

費

三

千

万

円

で

、

両

校

と

も

採

用

し

ま

レ

た

。

一

に

、

四

十

七

、

四

十

八

年

度

の

継

続

事

内

部

処

理

部

門

は

、

一

業

と

レ

て

工

事

が

進

め

ら

れ

ま

す

。

「
大
洲
・
喜
多
一
衛
生
事
務
組
合
」
で
一
口
)
の
、
処
理
施
設
が
昭
和
四
十
九
年
一
最
も
薪
レ
い
機
械
で
、
七
月
中
に
は
完
成
予
定
で
、
一
一
学
期

こ

の

ほ

ど

、

住

民

の

し

量

処

理

一

一

二

月

主

演

の

予

定

で

す

。

一

闘

張

、

建

物

質

を

か

ら

近

代

校

舎

で

揺

す

る

大

規

模

な

処

理

場

の

起

ア

ま

か

十

一

現

在

の

施

設

は

、

昭

和

三

十

七

、

八

一

完

全

回

収

除

去

し

、

放

乙

と

に

な

り

ま

す

。

六
日
、
八
多
喜
町
の
緯
設
地
で
行
な
わ
一
の
両
年
に
態
設
さ
れ
、
一
目
、
四
十
キ
一
流
水
に
よ
る
公
共
水
或

れ
ま
し
た
。
一
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
処
理
飽
力
の
化
学
処
理
一
の
水
質
汚
濁
防
止
に
つ

乙
の
処
理
施
設
は
、
八
崎
侭
・
大
洲
一
方
式
で
、
管
内
人
口
八
万
五
千
六
百
十
一
と
め
、
回
収
固
形
物
処

広
域
市
町
村
聞
事
業
の
一
環
と
し
て
、
一
八
人
の
う
ち
、
三
万
七
千
八
百
六
十
二
分
に
つ
い
て
も
、
高
協

八
多
喜
町
の
現
処
理
場
横
に
、
約
八
千
一
人
を
対
象
に
能
力
以
上
の
、
一
日
、
五
一
脱
臭
焼
却
方
法
で
、
汚

四
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
造
成
し
一
二
・
四
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
処
理
を
レ
て
一
物
焼
却
に
よ
る
臭
気
ば

総
事
業
費
三
億
八
千
三
百
九
十
六
万
六
一
き
ま
し
た
。
一
い
煙
な
ど
を
な
く
し
、

千
円
を
か
け
、
一
日
百
三
十
八
キ
ロ

D
一
し
か
し
、
収
集
量
の
楢
穴
と
将
来
の
一
あ
き
地
は
、
十
一
句
植
尉

ッ
ト
ル
、
(
現
、
新
胞
設
併
用
稼
動
)
一
人
口
増
か
ら
、
い
ま
の
腕
設
で
は
、
住
一
に
よ
る
公
園
化
を
阿
り

の
処
理
能
カ
を
持
ち
、
管
内
人
口
十
万
一
民
の
要
望
を
満
た
す
こ
と
が
出
来
な
い
一
将
来
、
地
域
発
展
の
阻

一
千
百
人
(
昭
和
五
十
一
年
度
推
定
人
↑
た
め
、
大
規
模
な
も
の
を
埴
設
す
る
乙
一
害
に
な
ら
な
い
よ
う
、

一
の
三
人
の
場
合
は
、
四
月
か
ら
三
千
円
;

一

切

児

童

手

当

が

ふ

え

る

人

五

」

宮

』

，

一

児

童

が

土

ハ

歳

、

十

一

歳

、

七

歳

月

ド

L
の
計

一
四
歳
の
四
人
の
場
合
、

5

1

凶
主
事
事

E
r
s

一

三

月

ま

で

三

千

円

一

日

年

式

が

行

な

わ

れ

ま

レ

た

。

一

四

月

か

ら

六

千

円

a

h

砂
r

儲

こ

の

少

年

式

も

今

年

で

面

白

章

一

手

続

き

方

法

高

弘

一

4
6
7

同
日

ぇ

、

少

年

た

ち

が

自

覚

し

、

り

っ

ぱ

な

一

一

N

A
「「一

=
E
a
S
富
=
マ

人
聞
に
な
る
よ
う
、
大
き
な
志
を
た
て
一
児
童
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に

τ程
創

建

碍

健
康
な
、
心
身
を
鍛
え
る
よ
う
、
み
ん
な
一
は
、
市
長
に
、
認
定
請
求
書
を
提
出
し
蒜
ぷ
傭
判
直

で
祝
い
励
ま
す
乙
と
を
目
的
に
行
な
わ
一
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
同
月
か
蒜

du、
市

れ
た
も
の
で
す
。
一
ら
新
た
に
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
日

当
日
は
、
各
中
学
校
に
お
い
て
、
少
一
や
児
童
辛
当
の
票
、
ζ
れ

ま

で

の

額

石

母

の

セ

ー

タ

ー

年
の
主
豪
華
吾
、
、
決
意
表
明
、
親
子
一
よ
り
ふ
え
る
と
恩
わ
れ
る
か
た
は
、
今
日
早
野
小
学
校
六
年

座
談
会
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、
文
集
発
行
一
す
ぐ
に
請
求
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
お
梶
原
八
穂

記
念
値
樹
な
ど
を
行
な
い
、
少
年
た
ち
一
さ
い
。

GN

「
お
か
あ
さ
ん
、
そ
れ
、
ょ
う
似
合

を
親
と
と
も
に
祝
福
レ
ま
レ
た
o

w

N

わ
い
。
」

M

「
そ
う
、
乙
れ
は
わ
た
し
が
若
い
持

、
の
よ
、
ほ
し
い
ん
な
ら
、
あ
ん
た
に

あ
げ
ら
い
o
」

「
う
れ
し
い
。
」

-t親

少5去
年号加し

す
祝
つ式

少い年人七な儲萱三つ醇今呪
年 !局生(百つ十中日た臼年盆-

¥¥ ~ま J 中七た 学にたとは年月I~ すを学十少罷佼市め重、宮四
|で l少 祝 二 五 年 に で 内 、 な 日 日 日
1励
l ま
す
村
上
市 l

長 l

~t : 
中 i
学:
校!

で

生
活
環
境
衛
生
の
向
上
に

し
尿
処
理
施
設
を
増
設

第
二
回

市
奨
学
生
募
集

平
野
・
南
久
米

小
学
校
校
舎
建

設
始
ま
る

j 

一
り
強
く
お
し
進
め
て
ま
い
る
と
同
時
に

私
は
、
今
後
に
お
け
一

一
ま
た
新
レ
い
視
野
に
立
っ
て
市
政
の
繁

る
市
政
の
刀
向
を
、
乙
一

一
栄
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
向
上
に
、

の
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
一

一
全
力
を
投
入
レ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

で
、
す
べ
て
の
情
さ
ん
一

i

こ
。

が
、
う
る
お
い
を
も
ち
一
:
‘

一
主
に
と
ぞ
、
皆
様
が
た
の
、
一
一
屑
の

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
一

一
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
や
ま

を
営
ん
で
い
た
だ
け
る
一

一
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

大
洲
市
の
定
設
に
お
き
、
従
来
か
ら
進
一

ニ

=EE---

こ
の
た
び
皆
様
が
た
の
ご
推
挙
を
得
一
め
て
き
て
お
り
ま
す
各
種
施
策
を
、
よ
一
×
×

三

一

一

二

三

一

一

一

言

語

U
J
i
l
-
-
1
1
1
1
1
1
i

一

す

。

一

族

五

人

の

場

合

、

四

±

ハ

年

の

収

入

市

教

育

委

員

会

で

は

、

昭

和

四

十

八

一
一
一
三
一
一

Mサ
，

一

[

均

一

昨

昨

日

内

野

一

児

童

手

当

の

支

給

範

囲

が

拡

大

一

色

駐

日

初

訪

日

一

円

盲

一

一

一

十

三

百

下

で

あ

る

と

一

日

明

日

望

号

一

日

時

三
一
一
一
一
一
一

4

・aE
F
一

一

一

君

事

務

所

、

ま

た

は

各

連

絡

所

で

児

一

語

、

乙

の

児

童

手

当

は

、

各

種

の

一

年

名

の

応

募

が

あ

り

ま

し

た

。

一

服

『

，

一

自

在

住

一

手

続

き

は

3
3日ま
で

に

一

Zの
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一

i
i
jて

一
さ
ら
に
希
望
の
か
た
が
あ
れ
ば
、
な

一

-11一

一

.

，

.4一

塁

間

重

責

を

号

に

あ

た

り

十

て

一

一

児

童

手

当

を

受

け

る

一

い

る

人

で

も

支

給

さ

れ

ま

す

。

一

る

べ

く

号

、

在

学

す

る

学

校

で

、

手

一
一
一
一
一
一
語
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
て
お
一
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
児
童
喜
一
言
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
が
一
一
一
人
一
乙
の
四
月
か
ら
は
、
十
八
歳
未
満
の
一
こ
と
が
で
き
る
人
は
一
児
童
手
当
の
額
は
一
続
き
さ
れ
る
よ
う
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

一

三

一

一

一

一

り

ま

す

と

同

時

に

、

今

更

な

が

ら

、

責

一

の

支

給

対

象

と

な

る

範

聞

か

弦

大

さ

れ

一

以

上

あ

り

、

そ

の

三

人

目

以

降

が

五

歳

一

児

童

が

三

人

以

上

あ

り

、

そ

の

三

人

目

一

一

一

V
貸
与
す
る
額
は
、

一

三

一

一

一

げ

持

門

戸

市

い

た

し

て

い

る

と

一

ま

れ

ま

で

支

給

さ

れ

て

い

た

、

児

童

一

間

見

当

手

当

が

支

警

一

説

持

訪

問

恒

三

ω開
匹

見

昨

日

一

三

時

間

1
日
目

γ
ト

れ

月

一

毎

月

間

大

学

民

自

綿

一一一一一一一一

i
l
h
q
p
b
Q
O
p
h
-
p
h
u
n
n
H
V、
UHHpbopbun-uuumwいお
A
w
h
-
w
h

る

乙

と

。

一

星

言

を

受

け

る

と

と

が

で

き

る

人

一

貫

大

学

五

、

0
0
0円

一

一

一

一

一

一

一

一

一

-

一

一

-
-
E
E
-
-
=
=
Z
E
-
-
-
=王
三

ze--=
一
三
三
川
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
一
と
、
児
童
手
当
の
額
が
ふ
え
る
人
と
の
一
で
無
利
子
で
す
。

一

一

三

一

一

一

W

育

し

て

お

り

、

そ

の

う

ち

三

へ

目

以

一

例

を

あ

げ

て

見

ま

す

と

、

次

の

と

お

り

一

V
資
格
は
、

広

土

何

時

…

訪

問

山

両

日

開

山

一

一

れ

い

に

児

童

手

当

を

受

け

る

と

と

一

時

十

せ

は

高

専

に

進

学

一

三

二

一

城

ン

こ

二

川

ば

支

給

さ

れ

ま

す

。

一

が

で

き

る

へ

一

事

業

人

物

と

も

に

、

す

ぐ

れ

健

康

三

一

一

一

一

の

コ

o

第
州
川
そ
の
人
の
収
入
が
、
一
定
額
扶
養
親
一
児
童
が
士
ハ
歳
、
十
二
歳
、
七
歳
一
な
者
。

三

=

ニ

只

筋

す

き

州

一

三

二

一

北

鉄

ま

続

一

=

ご

=

、

、

い

台

、

川

一

=

=

=

は

て

て

引

川

・

=

=

:

家

し

れ

も

。

川

の

と

ら

度

す

年

事

め

年

で

刷

青

工

進

川

制

定

十

期

が

、

予

州

第

一

事

成

の

立

第

工

完

シ

州

国

。

の

を

プ

る

た

棟

郭

一

川

れ

し

絡

外

ォ

ー

さ

ま

連

に

ら

設

り

と

で

か

川

建

ま

棟

ま

月

酬

て

始

泊

月

4
州

め

が

宿

三

一

年

初

設

の

で

い

制

州

建

て

期

川

に

の

建

一

い

国

物

階

第

な

四

て

二

、

行

刷

建

ト

は

を

市の人口(2月 1日)

人口 38.387人
男 18.132人女

世得数 10.361世帯

面積 240，'13平方キロメートル

発行大 洲市役所

編集総務課

母
の
セ
ー
タ
ー
を
着
て
、
鏡
の
一
間
交

く
る
っ
と
一
回
転

「
ょ
う
似
合
わ
い
o

」
と
母

「
お
か
あ
さ
ん
そ
っ
く
り
。
」
と
祖

母
が
い
う
。

わ
た
し
は
、
な
ん
だ
か
急
に
大
人
に

な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。

こ
の
セ
ー
タ
ー
は
、
母
が
揖
引
い
時
か

ら
大
事
に
レ
て
い
た
も
の
だ
そ
う

だ
。
わ
た
レ
も
、
大
事
に
レ
な
く
ち

ゃ
あ
。

母
と
私
の
青
い
セ
ー
タ
ー
を
。

「評」お
か
あ
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
ゑ

た
た
か
い
ま
な
ざ
し
を
一
ぱ
い
に
日

う
け
て
成
長
し
て
い
く
あ
な
た
は
日

幸

わ

せ

で

す

ね

。

仏

大
事
に
し
な
さ
い
。
あ
な
た
と
お
一

か
あ
さ
ん
の
そ
の
セ
ー
タ
ー
を
。
町

田
校
教
諭
新
穂
徳
山

救
急
出
動
が
増
加

市
消
防
署
は
、
四
十
七
年
の
救
急
の

状
況
を
こ
の
ほ
ど
と
り
ま
と
め
ま
し
た

そ
れ
に
よ
る
と
、
救
急
の
出
動
叡
は

三
百
四
十
七
件
前
年
に
比
較
し
て
六
十

一
件
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
交

通
事
故
が
過
半
数
を
し
め
る
状
態
で
す

こ
の
恐
し
い
交
通
事
政
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
か
か
(
通

ル
l
ル
を
守
る
と
と
に
あ
り
ま
す
。



の
話
し
合
い
に
よ
り
、
相
互
の
理
解
と

連
携
を
高
め
、
生
活
環
境
の
地
威
的
課

題
の
発
見
と
解
決
に
努
め
て
、
豊
か
で

住
み
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を

促
進
す
る
趣
旨
の
も
と
に
、
一
倍
年
行
な

っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

上
須
戒
地
区
の
懇
談
会
に
は
、
県
か

一
月
二
十
三

H
上
須
戒
公
民
館
に
お
一
ら
米
田
松
山
県
事
務
所
長
を
は
じ
め
十

い
て
、
「
生
活
環
涜
を
よ
く
す
る
怒
誠
一
人
、
市
か
ら
丸
本
助
役
ら
十
人
と
、
上

会
」
が
、
愛
媛
県
、
大
洲
市
の
主
催
で
一
須
戒
の
一
住
民
代
表
一
一
一
十
二
人
が
出
席
、

聞
か
れ
ま
し
た
。
一
十
数
項
目
の
要
望
な
ど
を
中
心
に
、
活

こ
の
懇
談
会
は
、
生
活
山
墳
を
よ
く
一
発
な
話
し
合
い
か
な
さ
れ
、
感
八
誌
に
終

こ
す
る
た
め
、
地
域
住
民
と
付
政
機
関
と
一
了
し
ま
し
た
。

中

一

一

年

間

印

円

を↑

d

μ

一
市
民
交
通
館
空
一
口
師
陣

日

一

家

族

そ

ろ

っ

て

加

入

を

一

害

保

険

の

見

舞

金

を

受

け

た

人

は

、

け

一

多

い

か

を

物

語

っ

て

小

ま

す

。

の

一

一

が

の

入

、

わ

ず

か

三

十

人

と

い

う

状

態

一

加

入

手

続

き

な

ど

詳

し

い

と

と

は

、

一

一

す

。

一

各

連

絡

所

か

市

総

務

課

へ

お

た

ず

ね

く

目

一

市

が

、

昭

和

四

十

四

年

度

か

ら

行

な

一

申

し

込

み

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

一

一

項
一
っ
て
い
需
要
通
傷
害
保
険
の
四
十
一
加
入
申
込
み
の
方
法
、
各
区
長
さ
一
乙
れ
問

1
晴
市
直
崎
直
川
γ
|
|
|

数
一
八
年
度
受
け
付
け
が
三
月
一
日
か
ら
め
一
ん
を
通
じ
「
加
入
申
込
書
」
を
送
り
ま
一

十

一

ま

り

ま

す

。

す

か

ら

、

い

ま

ま

で

加

入

し

て

お

ら

れ

す

横

れ

た

火

に

新

た

在

住

意

l
l
J

一

い

ま

ま

で

加

入

さ

れ

て

い

た

保

険

は

一

た

か

た

は

も

ち

ろ

ん

、

新

規

に

加

入

さ

一

一

一

一
今
年
の
一
二
月
三
十
百
で
契
約
期
限
が
一
れ
ま
た
も
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
家
二
器
購
鋤
務
幾
鋪
毅
環
斡
轍
鋭
機
議
繍
捌
抑
制
一

一
日
ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
加
入
の
一
族
三
五
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
一

1

額
縫
製
題
濃
運
縮
機
墜

i

一
も
し
万
一
の
場
合
に
そ
な
え
、
全
市
一

2
8自
日

出

会

君

事

目

日

2

4

5

R

S

議

一

る

巨

石

寸

〈

他

が

点

在

す

る

高

山

が

そ

び

一

民

が

恩

恵

を

受

け

ら

れ

る

よ

う

加

入

手

一

2
月
朗
自
か
ら

3
月
間
自
ま
で

閥

単

吻

引

…

一

ぇ

、

そ

の

下

は

国

道

一

九

七

号

線

か

、

一

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

一

離

4
L
J下
4
2
J
F主
主

2
3下
2
4
u

一
八
幡
浜
へ
ま
た
、
目
を
ず
っ
と
左
へ
う
一
と
こ
ろ
で
、
昨
年
ー
二
月
か
ら
士
一
月
一
一
一
月
二
十
八
日
か
ら
=
一
月
十
一
言
主
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
皆
さ
ん

勝
一
一
大
淵
の
観
光
ガ
イ
ド
す
し
ま
す
と
同
道
英
語
、
宇
和
島
一
ま
で
に
、
市
内
で
発
生
し
た
益
事
故
一
で
春
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に
一
の
火
災
予
防
思
想
の
高
揚
と
、
火
災
に

鞠
校

f
i
4
1
J
1
5
5
r
i
p
一
街
道
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
国
道
ぞ
い
一
件
数
は
百
五
十
二
件
、
死
傷
者
は
、
二
一
行
な
わ
れ
ま
す
。
一
よ
る
死
傷
者
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と

描
噛

m

z

m

動

一

一

一

一

融
鴨
，
一
存
一
右
に
少
し
上
が
り
ま
す
と
国
立
第
十
一
百
十
六
人
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
か
ら
一
こ
の
運
動
は
、
春
に
火
災
が
多
く
発
一
を
目
的
に
行
な
う
も
の
で
す
o

君
と
い
こ
う
か
一
す
。
一
青
年
の
家
か
現
事
情
設
中
で
ご
ざ
い
ま
一
こ
と
し
一
月
末
ま
で
に
、
市
長
夜
通
傷
一
生
し
や
す
く
、
ま
た
季
節
風
等
で
大
火
一
昨
年
の
火
災
発
生
状
況
か
ら
見
て
、

ド
一
フ
イ
ブ
ヨ
ー
を
一
盤
珪
橋
室
り
ま
す
と
、
眼
の
前
に
す
o

一
i
|リ

1
i
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-ー
ー
リ

H
H
U

青
葉
若
葉
の
富
士
山
一
頂
き
を
見
せ
ま
す
山
が
神
田
、
そ
の
一
城
山
の
右
が
八
幡
認
の
量
三
一
一
農
干
に

lilt-!

一
下
長
田
町
、
左
向
う
に
新
谷
一
万
石
一
県
の
天
然
記
念
物
と
な
り
て
お
り
ま
す
一
一
一

L
M
m
u
持
持
品
目
十
一
時
間
前
日
目

UHKK一
回
諮
問
日
間
在
日
目
γ
一
一
一
錦
年
の
農
業
展
望

抜
三
百
二
十
メ
ー
ト
ル
、
五
キ
ロ
に
お
一
石
、
さ
ら
に
頂
上
の
景
観
は
す
ば
ら
し
一
記
長
皇
官
、
飽
く
こ
と
を
知
一
一
一

i

年

頭

計

画

!

よ
ぷ
ド
ラ
イ
ブ
ク
ェ
ー
を
一
周
し
て
、
一
く
、
大
洲
駅
か
ら
今
ま
で
ご
案
内
致
レ
一
ら
ぬ
風
物
詩
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
一
一
一
日
本
農
業
の
未
来
像
に
つ
い
て
は

向
う
側
警
ん
道
路
へ
お
り
る
の
で
ご
一
ま
し
た
場
所
室
長
る
よ
う
に
と
覧
一
こ
の
富
士
山
は
、
金
山
語
、
つ
つ
一
一
一
こ
れ
ま
で
に
幾
度
か
の
発
雲
行
な

ざ
い
ま
す
。
一
に
な
れ
る
乙
と
と
思
い
ま
す
。
一
じ
な
ど
ご
一
万
数
千
株
を
植
樹
い
た
し
て
一
一
一
わ
れ
そ
の
中
に
は
、
農
政
に
よ
っ
て

登
る
に
従
い
限
界
が
開
け
、
次
々
変
一
眼
下
は
、
肱
川
の
流
れ
を
幅
広
い
帯
一
お
り
、
自
然
公
園
と
し
て
の
美
し
さ
は
一
一
一
強
カ
に
推
進
さ
れ
」

わ
り
ゆ
一
く
眺
望
は
ま
た
格
別
で
ご
ざ
い
一
と
し
た
、
自
然
の
大
パ
ノ
ラ
マ
で
喜
一
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
と
一
一
一
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
家
は
、

ま

す

。

ぞ

に

見

え

ま

す

の

は

、

児

一

い

ま

す

。

一

と

で

ご

ざ

い

ま

す

。

=

一

農

業

の

将

来

に

つ

い

て

官

量

レ

童

養

護

胞

設

の

大

洲

学

闘

で

ご

ざ

い

ま

一

城

山

の

向

う

は

出

石

寺

の

峰

に

連

な

一

一

一

一

三

l
i
l
i
-
-
i
l
i
i
l
l
i
t
-
-
i
t
-
-
2
j
i
l
-
-
1
1
1
一
一
一
し
か
も
て
な
く
な
り
、
そ
の
こ
と
を

陪
盟
問

m
m
p私
服
日
明
犠
豆
円
山
一
一
一
耳
目
一
昨
日
円
滑
な

吋

ぷ

十

時

引

円

口

幹

川

新

制

ぺ

古

川

崎

賞

針

豊

一

一

一

考

え

て

み

る

と

農

業

生

産

の

目

標

叩

臥

一

一

一

色

鵠

ト

心

味

付

j
b九

時

二

笠

主

半

一

一

↑

と

い

わ

れ

て

も

告

は

農

民

も

間

暴
官
制
/
(
川
町
一
弘
U
賓

館

高

ぺ

一

芥

斡

吐

麹

封

一

一

一

一

域

住

民

も

そ

の

構

想

の

中

に

入

っ

て

尋

宅

ご

た

て

存

る

よ

T
い

い

ふ

匂

鳥

島

町

ど

時

一

パ

ー

)

崎

市

一

一

一

一

は

い

な

い

。

い

わ

ば

農

民

不

在

の

構

五
市
民
正
忠
君
主
松
山
T
A

一
一
一
一
想
で
し
か
な
か
っ
た
。
自
分
は
ど
う

h

d

-

一

常

2
Nレ

γ
l護
ゆ

一

一

事

ぷ

在

ど

ー

ー

一

lill-代
l
i
-
-
L
一一E

部
!
噂

1
1

税引
l

贈
l
i同一

J

税
v

」
同
県

i

島
J
蜘

担問自由副---置-，

生
活
環
境
を
よ
く
す
る
懇
談
会

終

持見
A血盟&
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梅目

る

徳

森

の

所
有
者

宮

哲

な
る
の
か
自
分
は
ど
こ
に
い
る
の
か

ど
乙
へ
行
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い

っ
た
と
と
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
か

ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
本
の
経
済
成
長
は
、
今
年
も
ま

だ
高
い
水
準
を
縦
持
す
る
で
あ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
収

入
拡
大
の
必
要
性
は
更
に
強
ま
る
で

あ
ろ
う
か
ら
、
他
産
業
へ
の
就
業
の

度
合
い
は
一
段
と
高
ま
ら
ぎ
る
を
得

な
い
と
と
に
な
り
、
必
然
的
に
農
家

の
階
層
分
解
は
進
み
、
農
業
就
業
者

、
経
営
者
の
婦
女
子
化
、
老
令
化
と

も
相
ま
っ
て
、
零
細
粗
放
兼
業
農
業

が
弦
大
、
海
化
す
る
と
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

な
る
ほ
ど
そ
の
よ
う
な
選
択
も
、

個
人
の
立
恒
明
か
ら
す
れ
ば
止
む
を
得

な
い
乙
と
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が

問
域
が
あ
っ
て
の
個
人
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み

る
と
、
地
域
社
会
崩
壊
の
危
機
と
圧

力
に
対
抗
し
て
、
こ
れ
を
食
い
止
め

る
こ
と
こ
そ
当
面
の
最
大
の
課
題
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
農
村

と
い
う
地
域
社
会
を
、
新
レ
い
時
代

に
対
応
で
き
る
も
の
と
し
て
ど
の
よ

う
に
改
造
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
の
中

で
基
幹
と
な
る
農
業
を
ど
う
す
る
の

か
、
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
で
な

く
、
地
印
刷
農
業
、
農
民
の
主
体
制
の

確
立
と
い
う
立
場
か
ら
、
考
え
て
み

る
必
要
が
あ
る
。

E担
と量ニ
~ 

五
月
十
一
地
凶

ま

で

十品問、

一
月
二
十
五
臼
市
消
防
署
で

μ
消
防

ク
イ
ズ
u
E解
者
の
抽
選
会
が
あ
り
、

山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に
一
五
人
の
か
た
が
当
選
、
そ
れ
ぞ
れ
七
千

女
た
き
火
の
あ
と
始
末
を
完
全
に
し
一
円
相
当
の
消
火
器
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

て

く

だ

さ

い

。

一

こ

の

消

防

ク

イ

ズ

は

、

市

民

へ

の

防

大
ハ
イ
キ
ン
グ
、
山
仕
事
等
で
入
山
一
火
思
想
の
腎
及
と
、
消
防
に
対
す
る
関
一

、
富
民
を
知
る
た
め
実
胞
レ
た
も
の
で
、
一

一
応
募
者
五
十
二
通
の
う
ち
、
三
十
二
通
一

一

が

正

解

で

し

た

。

一

一
市
消
防
署
で
聞
か
れ
た
抽
選
会
に
は
一

一
大
洲
警
察
署
、
大
洲
市
消
防
同
長
、
愛
一

一
媛
新
聞
記
者
、
新
笈
媛
新
聞
記
者
等
立
一

一

一

昭

和

四

十

八

年

一

月

一

日

現

在

の

、

一
ち
合
い
の
も
と
で
、
正
鮮
三
十
二
週
の
一

一

一

同

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

を

、

次

の

一
中
か
ら
、
次
の
五
人
の
当
選
者
か
選
ば
一

軍

一

と

お

り

行

な

い

ま

す

の

で

、

市

内

に

有

っ

し

ま

し

た

。

一

7

一
す
る
固
定
資
産
(
十
回
、
家
屋
、
償
却

一
資
産
~
の
関
係
納
税
者
は
閲
覧
を
し
て

夫

徳
森
中
山
東
部
落
に
通
ず
る
、
道

路
上
の
畑
隅
に
陛
論
梅
が
あ
り
、
樹

高
五
メ
ー
ト
ル
、
複
雑
な
幹
に
分

れ
、
中
途
に
て
癒
合
(
ゆ
と
う
)
し

多
く
の
分
肢
を
な
し
奇
形
を
長
す
。

相
恨
の
周
一
@
一
二
メ
ー
ト
ル
、
目

通
り
幹
周
0
0
六
六
メ
ー
ト
ル
、
校

下
一
・
一
一
一
メ
ー
ト
ル
に
て
、
本
幹

二
又
し
枝
張
り
東
=
了
六
メ
ー
ト
ル

西
三
句
一
メ
ー
ト
ル
、
南
=
τ
五
0

メ
ー
ト
ル
、
北
二
。
八
五
メ
ー
ト
ル

(
東
西
へ
六
・
七
0
メ
ー
ト
ル
、
南

北
へ
六
。
三
五
メ
ー
ト
ル
)
花
は
淡

紅
色
八
震
に
し
て
、
そ
の
果
実
は
六

梅論座の森
各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
特
に
次
一

徳
↑
の
乙
と
を
守
る
と
と
も
に
注
魚
す
る
必
一

一

要

が

あ

り

ま

す

。

一

わ

が

家

を

守

る

た

め

に

一

女
た
ば
こ
の
投
げ
す
て
と
、
寝
た
ば
一

乙
の
習
慣
を
や
め
る
よ
う
心
が
貯

ま
し
ょ
う
。

+
内
外
出
、
お
や
す
み
前
に
は
、
火
の

元
を
点
検
す
る
よ
う
習
慣
づ
け
て

く
だ
さ
い
。

女
老
人
、
子
供
、
病
弱
者
等
の
就
寝

場
所
を
家
族
全
員
で
も
う
一
度
話

し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

女
万
一
の
火
災
に
そ
な
え
て
、
バ
ケ

ツ
一
ぱ
い
の
水
、
ま
た
は
消
火
器

を
そ
な
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す。

そ
の
場
合
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は

農
業
の
発
展
は
よ
り
高
い
生
産
刀
を

実
現
す
る
こ
と
な
し
に
は
不
可
能
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
在

の
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
農

産
物
は
販
売
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
商
品
生
産
の
合
理
性
に
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
農
業
年
産
基
擦
の
整

備
を
前
提
に
、
地
域
の
人
た
ち
が
生

産
の
組
織
化
、
集
団
山
仙
の
形
成
に
参

加
し
て
、
生
産
力
担
当
主
体
の
形
成

確
立
を
は
か
る
よ
う
、
皆
ん
な
で
考

え
皆
ん
な
の
た
め
に
な
る
具
依
的
方

策
を
求
め
、
行
動
を
起
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
年
代
に
あ
る
と
い
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
戸
一
一
一

月
下
旬
に
黄
熟
し
、
一
花
よ
り
二

1
一
中
野
広
治
菅
田
農
業
部
歳
一
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
益
銀
事
項
を
確

三
果
を
援
し
二
田
市
結
合
す
る
も
の
は
一
回
中
津
子
新
谷
高
校
生
口
歳
一
認
し
て
く
だ
さ
い
。

果
肉
三
分
の
こ
に
お
よ
び
、
ま
た
は
一
田
中
義
一
中
村
中
学
生
日
歳
一
な
お
、
今
年
は
、
一
ニ
年
ご
と
の
評
価

そ
の
底
部
僅
少
着
合
す
る
も
の
あ
り
一
大
野
美
紀
徳
森
中
学
生
は
歳
一
替
え
の
年
に
あ
た
り
、
土
地
に
つ
い
て

て

成

長

は

旺

盛

で

あ

る

。

一

堀

江

敬

子

田

口

農

業

μ
歳
一
は
評
価
替
え
を
し
て
お
り
ま
す
。
昭
和

座
論
梅
は
、
大
洲
市
に
す
で
に
指
一
消
防
ク
イ
ズ
の
問
題
と
正
鮮
は
次
の
一
四
十
七
年
中
に
、
土
地
、
家
屋
等
で
売

定
し
た
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
平
一
と
お
り
で
す
。
一
買
、
池
田
変
換
、
新
摺
改
ヂ
ー
、
取
り
乙

地
富
栄
産
に
て
(
樹
一
一
晴
五
メ
ー
ト
ル
一
タ
テ
の
ヒ
ン
ト
一
わ
し
等
の
異
動
が
あ
っ
た
か
た
は
、
ぜ

根
元
周
O
q
七
六
メ
ー
ト
ル
、
日
通
一
川
昭
和
四
十
七
年
全
国
秩
の
火
災
予
一
ひ
こ
の
期
間
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
(
関

り
周
O
@
六
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
)
一
防
淵
闘
の
統
一
標
語
一
覧
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
)

こ
の
も
の
よ
り
大
形
に
し
て
、
特
殊
一
ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト
一
縦
覧
場
所
、
旧
大
洲
町
、
市
税
務
課

な
る
品
種
、
形
態
、
生
態
と
も
に
比
一

l
「
今
日
学
校
で
訓
練
が
あ
っ
た
一
連
絡
所
管
内
各
連
絡
所

較

研

究

の

必

要

上

に

も

貴

重

な

も

の

一

よ

」

一

縦

覧

期

間

=

一

月

一

日

か

ら

三

月

二

で

あ

る

。

市

教

育

委

員

会

一

2
大
洲
市
消
防
署
で
は
救
助
も
行
一
十
日
ま
で
。

な

っ

て

い

る

。

一

j
i
-
-

3
石

川

ス

ト

ブ

は

板

の

間

よ

り

も

一

爾

曜

一

吉

遊

底

r

・

の

闘

で

使

用

す

る

ほ

う

が

よ

い

一

い

M
l
b院
院
版
印

4
作
年
大
州
市
内
で
発
生
し
た
火
災
一

2
月
ぬ
臼
岡
部
外
斜
④
4
3
7
5

の
原
閃
で
一
章
ず
い
の
は
で
あ
一
岡
本
耳
鼻
科
P
3
7
5
2

っ

た

。

一

3

2
目

立

上

申

告

ρ
3
7
5
7

5
老
人
や
病
人
は
に
寝
か
せ
な
い
一
松
元
産
婦
別

φ
3
0
6
7

よ

う

に

し

よ

う

。

一

昨

日

日

村

上

内

税

9
2
3
4
6

6
泊
防
署
に
今
年
購
入
し
た
は
火
一
祖
母
井
外
斜

9
3
7
5
6

災

予

防

に

南

町

時

中

ア

日

日

弘

同

内

和

位

3
3
6
3

7
消
火
器
は
建
物
v

電

気

に

停

用

で

一

沢

井

耳

鼻

斜

ヂ

2
5
1
0

き

る

も

の

が

あ

る

。

一

タ

れ

日

加

一

円

削

誕

百

U
1
0
1

8

は
火
事
の
開
因
に
な
り
や
す
い
一
正
岡
限
剥

φ
2
4
2
9

9
今
す
で
た
た
ば
こ
の
程
民
は
百
一

ρ

お
日
浦
岡
i
児
科
ヂ
2
0
2
4

度

一

鎌

田

一

庄

一

費

税

9
2
7
5
3

m消
火
栓
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
一
診
療
時
間
午
前
八
時
半
1
午
後
六
時

部
分
に
は
し
て
は
な
ら
な
い
。

口
火
事
と
は
一
一
九
番

ロ
救
急
車
は
事
故
で
出
動
す
る
の

が
一
番
多
い
o

uブ
ロ
パ
シ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
(
十
K
G
U

以
上
〉
は
に
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

し
た
と
き
は
、
た
は
こ
の
投
げ
す

で
に
注
意
し
、
完
全
に
消
火
を
た

し
か
め
ま
し
ょ
う
。

女
山
林
に
火
入
れ
す
る
と
き
は
、
必

ず
許
可
(
市
消
防
署
)
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
火
災
と
ま
ぎ

ら
わ
し
い
炎
、
同
日
等
を
発
す
る
行

為
を
行
な
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
市
消
防
署
へ
届
出
し
て
く
だ
さ

い。
五
人
の
か
た
に
家
庭

用
消
火
器
贈
る

ロ
通
正
解
の

グ
消
鈷

消
防
タ
イ
ズ
正
解

新
少
年
少
女
教
義
文
庫

1
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
政
一
(
橋
本
〉

2
野
火
の
夜
あ
け
(
菊
池
豆
)

3
水
田
の
世
界
(
阿
部
裳
)

4
日

烏

(

佐

藤

道

雅

)

5
き
た
ぐ
に
の
少
任
(
者
林
勝
〉

6
む
く
げ
と
モ
I
ぜ
ル
(
し
か
た
)

7
叱
ら
れ
た
京
太
(
本
間
芳
男
)

8
海
に
は
あ
し
た
が
あ
る
(
木
暮
)

9
峠
の
む
と
う
(
小
納
弘
)

川
叫
す
き
と
お
る
草
ム
ジ
ナ
モ
f

橋
本

z

動

物

。

宇

宙

の

ふ

し

ぎ

一

I
動

物

の

ふ

し

ぎ

一

2
烏

の

ふ

し

ぎ

と

飼

い

万

一

3
虫

の

ふ

し

ぎ

と

飼

い

万

一

4
み
ぢ
か
な
小
動
物
の
ふ
し
ぎ
一

5
魚
。
貝
の
ふ
し
ぎ
と
飼
い
か
た
一

6
動
物
の
飼
い
方

f
な
ら
し
か
た
一

7
宇
宙
の
ふ
し
ぎ
星
ば
宇
宙
@
宇
宙
一

飛

行

一

8
月
a

太

陽

。

太

陽

系

一

9
動
物
は
ど
こ
か
ら
き
た
か
一

日

生

命

の

は

じ

ま

り

一
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